
１ 開催概要

地域やボランティア団体、事業者、学生の皆様と市長が意見交換を行いました。
◆開催趣旨、進め方の説明
◆本日の美化活動の感想と気づいた課題
◆ワークショップ「ポイ捨てのないまちに向けたアイデア」
◆意見交換「ポイ捨てのないまちに向けたアイデア」

（２）参加者、傍聴者
計３５名（参加者２６名、傍聴者９名）

日 時 令和６年１１月１０日（日） １１︓００〜１３︓００
場 所 川崎市立高津高等学校

（１）テーマ等
ポイ捨てのない、きれいなまちづくりに向けて

第６９回車座集会（環境局）結果概要

３ 意見交換の概要等

２ アンケート結果

6ページ以降参照

２ページ以降参照
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第６９回車座集会（環境局）アンケート集計結果
※回答数︓25件 回答率︓71％
（参加者21/26人 傍聴者4/9人）

●今回の実施内容について

よい よくない どちらとも
いえない 無回答

18 1 1 1

問２ 本日参加した感想をお聞かせください。

有意義であった 有意義では
なかった どちらともいえない

19 ０ ２

有意義であった 有意義では
なかった どちらともいえない

4 ０ 0

問１ 本日の進行や時間配分はいかがでしたか。

（参加者） （傍聴者）

（傍聴者）（参加者）

よい よくない どちらとも
いえない 無回答

4 0 ０ 0
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問３ 本日の車座集会で心に残った発言、意見交換を通じて得た新たな気づき、皆さん自身や参加者間の
連携で取り組んでみたい内容などがありましたら、御記入ください。

 たくさんの方々、学生さん達と交流できて大変有意義でした。

 小学生の時から環境問題に興味をもち、活動している方のお話を聞き、大変刺激をうけました。

 いろいろな年齢層の方に、ごみ拾いに参加していただきたいと思いました。

 夜にごみが多いという発言が印象に残っています。

 環境教育が非常に効果をあげており、かつ成果を出していると感じました。（＝若者が優秀！）

 子どもが環境やごみ拾いに興味を持っていることを知れてびっくりしたし、がんばろうと思いました。

 意見交換を通じて、子どもの気づきや考えは大人でははかりしれないなと強く思いました。大人を巻き込むた
めに子どもの力が必要であると感じました。

 根本的解決の難しさを改めて感じました。

 ごみ箱にアートを取り入れるアイデアがとても印象に残っています。地域の子どもから企業の大人までが参加
する幅広いつながりのごみ拾い、飛び入り参加ができるとより巻き込めると思います。

 アートとゴミ捨て（捨てたくなる⇔捨てたくなくなる）両面で対応可

 ごみ箱を投票箱にする

 企業とコラボした掃除

 JTBさんが交流創造事業と自社のことをご説明されたことが印象に残っています。旅行事業に留まらず、事業
内容を幅広い範囲でとらえることで事業の発展や社会からの評価につながると学びました。

（参加者）
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 同じ川崎市の中でも麻生区と高津区、中原区ではごみの種類が違うというところに驚きました。
 意識の高さを感じました
 この様な活動が積極的に行われていることを知り感心しました

（傍聴者）

問４ 本日意見交換した内容以外で、美化活動をしている団体や取組について御存知のことや解決の
糸口になる情報などがありましたら、御記入ください。

 ごみ箱等を増やす
 環境教育（小・中）
 実証実験ですが、ごみ集積所に既に置かれている空き瓶の青い箱を活用できないでしょうか。もう現時
点で街中のごみ箱と化している場所が多々あり、使えると思います。あわせて、集積所にトングを置い
ておけば、それを使って気になったごみをササっと拾えるのでは？
 川崎市内のボランティア団体同士のつながりがあるため、そうした所が活動のきっかけになるかもしれ
ないと感じました。
 グリーンバード武蔵小杉
 若者団体カワリープアクト

（参加者）

問３ 本日の車座集会で心に残った発言、傍聴を通じて得た新たな気づき、皆さん自身や参加者間の
連携で取り組んでみたい内容などがありましたら、御記入ください。
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問５ 車座集会で取り上げてほしいテーマや御意見など

 かわさき緑化フェアの振り返り
→未来へ何を残し、伝えていくのか

 孤独、孤立の問題
 川崎が治安が悪いと言われないようにするには
 ごみ拾いやごみの活動に加えて、人のつながり
を生むイベント考案など

（参加者） （傍聴者）
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